
各
社
選
抜

チ

ム

３

月
の
成
果
発
表

Ｅ
・
Ｊ
グ
ル

プ

フ


ラ
ム
開
催

　
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発
︵
Ｅ
Ｊ

Ｅ
Ｃ
︶
を
は
じ
め
と
す
る
グ
ル


プ
各
社
に
よ
る
﹁
第

回
Ｅ
・
Ｊ

グ
ル

プ
フ


ラ
ム
﹂が

日


岡
山
市
の
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

第
２
ビ
ル
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か

れ
た
‖
写
真

グ
ル

プ
各
社


各
支
社
拠
点
を
つ
な
ぐ
ウ

ブ
形

式
で
約
２
０
０
０
人
が
参
加
し

た

昨
年
同
様

各
社
か
ら
選
抜

さ
れ
た
社
員
に
よ
る
チ

ム
デ


ス
カ

シ

ン
の
成
果
を
発
表


Ｅ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
九
州
支
社
の
山
下
龍
太

郎
氏
と
同
東
京
支
社
の
目
崎
文
崇

氏
に
よ
る
﹁
ｔ
ｅ
ａ
ｍ

が
考
え

る
﹃
事
業
領
域
の
拡
大
﹄
﹂
が
Ｅ

・
Ｊ
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
︵
Ｅ
・

Ｊ
Ｈ
Ｄ
︶
社
長
賞
に
選
ば
れ
た


　
デ

ス
カ

シ

ン
の
テ

マ

は
﹁
Ｅ
・
Ｊ
グ
ル

プ
の
持
続
的

成
長
に
向
け
た
拡
大
・
進
化
へ
の

取
り
組
み
﹂

サ
ブ
テ

マ
で
あ

る
﹁
人
材
の
確
保
と
育
成
﹂
﹁
付

加
価
値
の
創
造
﹂
﹁
グ
ル

プ
力

の
発
揮
﹂
﹁
生
産
性
の
向
上
﹂

﹁
事
業
領
域
の
拡
大
﹂
の
５
項
目

を
選
抜

チ

ム
︵
約

人
︶
に

割
り
振
り

約
３
カ
月
に
及
ぶ
議

論
や
実
践
を
通
じ
た
成
果
を
発
表

し
た

当
日
は

会
場
と
ウ

ブ

視
聴
者
と
の
デ

ス
カ

シ

ン

の
時
間
も
設
け
ら
れ
た


　
審
査
の
結
果

Ｅ
・
Ｊ
Ｈ
Ｄ
社

長
賞
の
ほ
か

Ｅ
・
Ｊ
グ
ル

プ

審
査
員
特
別
賞
に
﹁
イ
ン
フ
ラ
×

ま
な
び
×
あ
そ
び
プ
ロ
ジ

ク
ト

｜
Ｅ
・
Ｊ
Ｈ
Ｄ
グ
ル

プ
技
術
力

の
教
育
・
エ
ン
タ
メ
化
と
地
域
共

創
型
成
長
戦
略
﹂
︵
発
表
者
‖
二

神
建
築
事
務
所
・
高
室
直
紀
氏


Ｅ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
東
北
支
社
・
籠
谷
純
一

氏
︶

同
社
員
特
別
賞
に
﹁
Ｅ
・

Ｊ
グ
ル

プ
の
生
産
性
を
高
め
る

Ａ
Ｉ
活
用
戦
略
・
知
識
・
業
務
・

文
化
の
再
設
計
﹂
︵
同
‖
Ｅ
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ｐ
Ｉ
本
部
・
鈴
木
智
由
氏
︶
が

選
ば
れ
た


　
フ


ラ
ム
開
催
に
先
立
ち


Ｅ
・
Ｊ
Ｈ
Ｄ
の
小
谷
裕
司
社
長
が

﹁
発
表
者
の
皆
さ
ん
に
は
忙
し
い

仕
事
の
合
間
の
時
間
を
活
用
し
成

果
を
ま
と
め
て
も
ら

た

さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
や
発
想
を
グ
ル

プ

各
社
の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
﹂
と

あ
い
さ
つ
し
た

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